




























































































































































































評価法(SuitabilityAssessment of Materials instrument (SAM))を日本語･日本文化向けに改変すること
を検討し､日本語版SAMを提案している｡これはこれまでにない取り組みであり､今後よりよい患者向け
文書を開発するための指針となっていくことが期待され､高く評価できる0
第7章は､本論文の総合考察である｡
以上､要するに本論文は､日本におけるIC説明文書を対象として､その適切性についてわかりやすさと
安心感を中心に検討することにより､ IC説明文書を患者にとってより適切なものに改善するための基礎的栄
料を示すとともに､適切性の評価方法の新たな提案を試みたものであり､情報科学ならびに医療コミュニケ
ーション学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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